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議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
　
　
　議

　長

　に

　
　森

　
　
　博

　英

　氏

　
　
　
　
　副
議
長
に

　
　宮

　口

　典

　子

　氏

　
　
　
　
　監
査
委
員
に

　
　東

　野

　隆

　史

　氏

　

平
成
28
年
第
２
回
臨
時
会
が
、
５
月
13
日
か
ら
会
期
４
日
間
で
開
会
さ
れ
、
議
長
・
副
議
長
の
選

挙
の
ほ
か
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
選
任
や
泉
北
環
境
整
備
施
設
組
合
議
会
な
ど
の
一
部
事
務

組
合
議
会
へ
の
派
遣
議
員
の
選
挙
を
行
い
、
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
第
１
号
「
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
高
石
市
市
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
）」
な
ど
議
案
３
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
を
行
い
、

い
ず
れ
も
承
認
等
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
２
ペ
ー
ジ
の
議
決
結
果
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
長
・
副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し

ま
し
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
11
月
１
日
に
は
、
高
石
市
誕
生
か
ら
50
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
喜
ば
し
い
年
を
市
民
の
皆
様
方
と

と
も
に
お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
は
、
平
成
28
年
第
２
回
臨
時
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
ま
し
て
、
そ
の
職
の
責
務
の

重
大
さ
を
認
識
し
、
市
政
の
発
展
と
円
滑
な
議
会
運

営
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
自
治
で
は
、
共
通
課
題
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
地
方
創
生
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

の
新
し
い
政
策
の
開
拓
や
人
口
減
少
対
策
の
自
立
性

が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
安
全

で
安
心
な
未
来
の
豊
か
な
ま
ち
高
石
で
あ
る
た
め
に
、

市
議
会
が
一
丸
と
な
り
、
精
力
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
監
視
機
能
役
と
し
て
全
力
で
注
視
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
政
発
展
の
た
め
、
議
員
全
員
が
協
力

し
、
議
決
機
関
と
し
て
の
役
割
と
機
能
を
十
分
に
発

揮
し
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
、

皆
様
の
ご
期
待
に
沿
う
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
市
民
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

森　 博 英
議　長

宮口　典子
副議長

東野　隆史
監査委員

 
平成28年
第２回
臨時会

▼常任委員会

委員会名 委員長 副委員長 委　　員

総務文教
委 員 会 清水　明治 明石　宏隆

二瓶　貴博　　松本　善弘
山敷　　恵　　木戸　　晃
宮口　典子　　古賀　秀敏

福祉土木
委 員 会 久保田　和典 永山　　誠

寺島　　誠　　畑中　政昭
出川　康二　　佐藤　一夫
森　　博英　　東野　隆史

予 算
委 員 会 畑中　政昭 寺島　　誠 全　議　員

（正副委員長を除く）

決 算
委 員 会 佐藤　一夫 松本　善弘 全　議　員

（正副委員長を除く）

▼議会運営委員会

委員長 副委員長 委　　員

古賀　秀敏 畑中　政昭
松本　善弘　　山敷　　恵
出川　康二　　久保田　和典
清水　明治　　　　　　　

▼一部事務組合議会

組合議会名 議　　員

泉北環境整備
施設組合議会

二瓶　貴博　　寺島　　誠　　出川　康二
久保田　和典　　古賀　秀敏　　　　　　　

泉 北 水 道
企 業 団 議 会

松本　善弘　　永山　　誠　　明石　宏隆
佐藤　一夫　　清水　明治　　　　　　　

泉 州 水 防
事務組合議会 山敷　　恵　　寺島　　誠　　木戸　　晃

高石市泉大津市
墓地組合議会

二瓶　貴博　　松本　善弘　　山敷　　恵
永山　　誠　　畑中　政昭　　明石　宏隆
出川　康二　　木戸　　晃　　久保田　和典
佐藤　一夫　　清水　明治　　古賀　秀敏

大阪広域水道
企 業 団 議 会 久保田　和典

第
３
回
定
例
会　

平
成
28
年
９
月
８
日
〜

第
４
回
定
例
会　

平
成
28
年
11
月
29
日
〜

第
１
回
定
例
会　

平
成
29
年
２
月
24
日
〜
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第２回定例会議決結果一覧表
議案番号 件　　　　　　　名 議決年月日 結　　果

議　案
第１号

高石市消費生活センター条例制定につい
て

【28.6.9総務文教委員会付託】

28.6.15 可決（賛成多数）

議　案
第２号

たかいし市民文化会館条例の一部を改正
する条例制定について

【28.6.9総務文教委員会付託】

28.6.15 可決（賛成多数）

修正動議　たかいし市民文化会館条例の
一部を改正する条例に対する修正案 28.6.15 否　　決

（賛成少数）

議　案
第３号

高石市消防団員等公務災害補償条例の一
部を改正する条例制定について

【28.6.9総務文教委員会付託】

28.6.15 可　　決

議　案
第４号

専決処分の報告について（平成28年度高
石市一般会計補正予算）

【28.6.9予算委員会付託】

28.6.15 承　　認

議　案
第５号 平成28年度高石市一般会計補正予算

【28.6.9予算委員会付託】

28.6.15 可決（賛成多数）

修正動議　平成28年度高石市一般会計補
正予算に対する修正案 28.6.15 否　　決

（賛成少数）

議　案
第６号

高石市固定資産評価審査委員会委員の選
任について 28.6.9 同　　意

議　案
第７号 高石市教育委員会委員の任命について 28.6.9 同　　意

議　案
第８号 高石市教育委員会委員の任命について 28.6.9 同　　意

議　案
第９号

大阪府の乳幼児医療費助成制度の拡充を
求める意見書 28.6.15 可　　決

諮　問
第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について 28.6.9 異議ない旨

答　　申

報　告
第１号

平成27年度高石市一般会計繰越明許費繰
越計算書の報告について

【28.6.9予算委員会付託】

28.6.15 報　　告

報　告
第２号

平成27年度高石市一般会計事故繰越し繰
越計算書の報告について

【28.6.9予算委員会付託】

28.6.15 報　　告

報　告
第３号

平成27年度高石市公共下水道事業特別会
計繰越明許費繰越計算書の報告について

【28.6.9予算委員会付託】

28.6.15 報　　告

議案番号 件　　　　　　　名 議決年月日 結　　果

報　告
第４号

平成27年度高石市水道事業会計予算繰越
計算書の報告について

【28.6.9予算委員会付託】

28.6.15 報　　告

監査委員
報告第１号 例月現金出納検査結果報告 28.6.9 報　　告

一般質問 28.6.15
28.6.16

第２回臨時会議決結果一覧表
議案番号 件　　　　　　　名 議決年月日 結　　果

議　案
第１号

専決処分の報告について（高石市市税
条例等の一部を改正する条例制定につ
いて）

28.5.13 承　　認

議　案
第２号 高石市固定資産評価員の選任について 28.5.13 同　　意

議　案
第３号 議会議長辞職の許可について 28.5.13 許　　可

議　案
第４号 議会副議長辞職の許可について 28.5.13 許　　可

議　案
第５号 高石市監査委員の選任について 28.5.16 同　　意

選　挙
第１号 議会議長選挙 28.5.13 選　　挙

選　挙
第２号 議会副議長選挙 28.5.13 選　　挙

選　挙
第３号 泉北環境整備施設組合議会議員選挙 28.5.16 選　　挙

選　挙
第４号 泉北水道企業団議会議員選挙 28.5.16 選　　挙

選　挙
第５号 泉州水防事務組合議会議員選挙 28.5.16 選　　挙

選　挙
第６号 高石市泉大津市墓地組合議会議員選挙 28.5.16 選　　挙

報　告
第１号

議会運営委員会の委員の辞任の許可及
び選任について 28.5.16 報　　告

諸報告 28.5.16 報　　告

　

平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
９
日
に

開
会
し
、
６
月
16
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
議
案
８
件
、

諮
問
１
件
、
報
告
４
件
が
提
出
さ
れ
、
監
査
委

員
か
ら
報
告
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
議
案
第
１
号
「
高
石
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
条
例
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
３
案

件
は
総
務
文
教
委
員
会
へ
、
議
案
第
４
号
「
専

決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成
28
年
度
高
石

市
一
般
会
計
補
正
予
算
）」
な
ど
６
案
件
は
予

算
委
員
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所

管
の
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
審
査
を
行
い
、
議

案
第
２
号
「
た
か
い
し
市
民
文
化
会
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」
を
除

き
、
い
ず
れ
も
可
決
等
し
、
委
員
会
付
託
を
省

略
し
本
会
審
議
と
な
り
ま
し
た
案
件
と
と
も

に
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
可
決
等
し
ま

し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
議
案
第
２
号
「
た
か
い
し
市
民

文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
」
は
、
総
務
文
教
委
員
会
及
び
本
会

議
に
お
い
て
、
議
案
第
５
号
「
平
成
28
年
度
高

石
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」
に
つ
い
て
は
、
予

算
委
員
会
及
び
本
会
議
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
賛

成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
さ
れ
ま
し
た
議
案
第
９
号

「
大
阪
府
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
」（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
つ

い
て
は
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
第
２
回
定
例
会

5
月

　

13
日　

開　

会

　
　
　

○
本
会
議
（
１
日
目
）

　
　
　

○
各
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　

○
議
会
運
営
委
員
会

　

16
日
○
本
会
議
（
２
日
目
）

　
　
　

○
各
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　

○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

○
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　

○
福
祉
土
木
委
員
会

　
　
　

○
予
算
委
員
会

　
　
　

○
決
算
委
員
会

　
　
　
　

閉　

会

６
月

　

９
日　

開　

会

　
　
　

○
本
会
議
（
１
日
目
）

　
　
　

○
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

○
福
祉
土
木
委
員
会

　
　
　

○
各
会
派
代
表
者
会
議

　

10
日
○
総
務
文
教
委
員
会

　

13
日
○
予
算
委
員
会

　

14
日
○
予
算
委
員
会

　

15
日
○
本
会
議
（
２
日
目
）

　
　
　

○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

○
福
祉
土
木
委
員
会

　
　
　

○
総
務
文
教
委
員
会

　

16
日
○
本
会
議
（
３
日
目
）

　
　
　
　

閉　

会

第
２
回
臨
時
会
の
経
過

第
２
回
定
例
会
の
経
過
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【
政
策
推
進
関
係
】

○
自
治
会
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
の
上

限
額
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

○
ア
プ
ラ
た
か
い
し
３
・
４
階
の
効
果
的
な
空
間
活
用

に
つ
い
て

○
市
の
知
名
度
向
上
に
係
る
工
場
夜
景
ツ
ア
ー
に
つ
い

て
○
子
育
て
世
代
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
係

る
２
次
申
請
に
対
す
る
採
択
結
果
に
つ
い
て

○
自
治
会
に
よ
る
広
報
紙
の
全
戸
配
布
に
つ
い
て

○
臨
海
工
業
地
帯
の
従
業
員
数
に
つ
い
て

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
誘
致
す
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

○
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
つ
い
て

○
出
生
届
提
出
と
そ
れ
に
伴
う
諸
手
続
き
を
郵
送
で
行

う
こ
と
に
つ
い
て

○
若
者
の
政
策
形
成
過
程
へ
の
参
画
に
つ
い
て

○
市
の
人
口
減
少
と
地
価
の
動
向
に
つ
い
て

○
市
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
現
状
と
寄
附
促
進
対
策
に

つ
い
て

○
泉
大
津
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
に
つ

い
て

【
総
務
関
係
】

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ご
み
の
月
間
の
収
集
回

数
と
収
集
日
に
つ
い
て

○
プ
ラ
ご
み
分
別
の
開
始
に
伴
う
普
通
可
燃
ご
み
減
少

等
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

○
家
庭
内
で
の
プ
ラ
ご
み
処
理
の
効
率
的
な
方
法
と
そ

の
周
知
に
つ
い
て

○
普
通
ゴ
ミ
の
有
料
化
に
伴
う
泉
北
環
境
整
備
施
設
組

合
の
前
年
度
負
担
金
の
削
減
効
果
に
つ
い
て

○
資
源
ご
み
の
収
集
運
搬
に
伴
う
委
託
料
に
つ
い
て

○
カ
モ
ン
た
か
い
し
に
お
け
る
避
難
所
と
し
て
の
活
用

の
仕
方
に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
と
の
災
害
時
等
に
お
け
る
協
定
の
見
直

し
と
協
力
体
制
に
つ
い
て

○
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
及
び
バ
ー
ジ
ョ
ン
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

○
避
難
所
に
も
備
蓄
品
を
配
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
発
災
を
想
定
し
た
情
報
管
理
部
門
の
業
務
継
続
計
画

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ-

Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
作
成
に
つ
い
て

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ-

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
お
け
る
情
報
収
集
の
た
め
の
文

書
様
式
と
そ
れ
を
避
難
訓
練
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に

つ
い
て

○
堺
泉
北
臨
海
工
業
地
帯
の
民
間
企
業
に
お
け
る
石
油

備
蓄
の
体
制
と
周
知
に
つ
い
て

○
臨
海
工
業
地
帯
に
お
け
る
市
の
管
理
責
任
に
つ
い
て

○
新
耐
震
基
準
の
耐
震
性
能
の
考
え
方
に
つ
い
て

○
災
害
備
蓄
食
品
の
廃
棄
に
つ
い
て

○
市
内
の
断
層
の
位
置
の
把
握
と
周
知
に
つ
い
て

○
災
害
時
の
車
中
泊
避
難
者
に
対
す
る
健
康
対
策
に
つ

い
て

○
要
支
援
者
の
把
握
と
災
害
時
の
受
け
入
れ
態
勢
に
つ

い
て

○
被
災
後
に
お
け
る
避
難
所
の
ト
イ
レ
整
備
の
重
要
性

に
つ
い
て

○
災
害
時
救
援
体
制
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
未
利
用
の
公
共
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

○
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
推

進
計
画
の
策
定
の
必
要
性
に
つ
い
て

○
福
祉
避
難
所
に
お
け
る
要
配
慮
者
の
収
容
可
能
人
数

と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

【
保
健
福
祉
関
係
】

○
市
内
の
産
科
医
療
機
関
数
と
出
生
数
に
つ
い
て

○
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で
の
分
娩
件
数
と
自
然
分
娩
以

外
の
対
応
に
つ
い
て

○
健
康
セ
ン
タ
ー
の
産
科
医
と
勤
務
体
系
に
つ
い
て

○
診
療
セ
ン
タ
ー
で
の
受
診
状
況
に
つ
い
て

○
が
ん
検
診
に
係
る
高
石
市
と
国
の
基
準
に
つ
い
て

○
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
（
前
立
腺
が
ん
検
査
）
に
対
す
る
考
え

方
に
つ
い
て

○
が
ん
検
診
の
周
知
に
つ
い
て

○
新
生
児
聴
覚
検
査
の
助
成
に
つ
い
て

○
福
祉
バ
ス
の
増
車
に
伴
う
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
に

つ
い
て

○
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
に
お
け
る
不
在
等
の
家
庭

に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

○
本
庁
と
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
人
的
資
源
・
情
報

共
有
に
つ
い
て

○
高
石
市
進
学
支
援
学
習
会
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

○
進
学
支
援
事
業
に
お
け
る
委
託
業
者
と
学
校
等
と
の

協
力
体
制
に
つ
い
て

○
市
内
の
介
護
保
険
施
設
の
種
類
、
定
員
と
入
所
状
況

に
つ
い
て

○
各
介
護
保
険
施
設
の
入
所
率
の
差
に
つ
い
て

○
創
業
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
事
業
者
に
求
め
る

最
優
先
事
項
に
つ
い
て

○
介
護
保
険
制
度
や
市
内
介
護
施
設
等
の
相
談
窓
口
に

つ
い
て

○
地
域
で
の
高
齢
者
の
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

○
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
複
合
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
障
が
い

者
の
駐
車
場
料
金
の
支
援
に
つ
い
て

【
土
木
関
係
】

○
大
型
公
園
を
除
い
た
公
園
に
お
け
る
ト
イ
レ
設
置
箇

所
数
と
清
掃
に
つ
い
て

○
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
数
に
つ
い
て

○
公
園
遊
具
の
使
用
対
象
年
齢
に
つ
い
て

○
全
国
統
一
的
な
空
き
家
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
に
お

け
る
国
・
府
か
ら
の
指
導
等
に
つ
い
て

○
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
補
助
制
度
の
戸
建
住
宅
へ
の
対
象

拡
大
に
伴
う
周
知
に
つ
い
て

○
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
使
用
し
て
い
る
自
転
車
の
保
険

と
そ
の
種
類
に
つ
い
て

○
市
か
ら
自
治
会
に
対
す
る
公
園
内
の
倉
庫
等
の
撤
去
、

更
新
の
要
請
に
つ
い
て

○
芦
田
川
の
水
質
と
悪
化
時
の
対
応
に
つ
い
て

○
羽
衣
駅
前
再
開
発
事
業
の
進
捗
状
況
と
権
利
変
換
等

に
つ
い
て

○
Ｊ
Ｒ
羽
衣
線
高
架
下
の
歩
道
化
に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
と
の

交
渉
に
つ
い
て

○
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
お
け
る
店
舗
の
取
り
扱
い
と

市
内
空
き
店
舗
数
に
つ
い
て

○
国
道
26
号
を
横
断
す
る
地
下
道
の
管
理
に
つ
い
て

○
泉
北
工
業
団
地
協
同
組
合
か
ら
の
下
水
道
管
路
更
生

に
係
る
支
援
要
望
に
対
す
る
市
の
見
解
に
つ
い
て

【
教
育
関
係
】

○
高
石
市
子
ど
も
安
全
見
守
り
隊
合
同
研
修
の
開
催
頻

度
と
内
容
等
に
つ
い
て

○
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
と
そ
れ
に
伴
う
問
題
に

つ
い
て

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
と
学
校
等
で
の
設
置
場
所
に
つ

い
て

○
図
書
館
指
定
管
理
後
の
利
用
状
況
と
自
主
事
業
等
に

つ
い
て

○
図
書
館
内
で
の
飲
食
の
可
否
に
つ
い
て

○
道
徳
の
教
科
化
に
よ
る
教
育
指
導
に
つ
い
て

○
連
続
立
体
交
差
事
業
完
成
後
の
校
区
再
編
に
つ
い
て

○
一
時
預
か
り
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

○
公
立
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
事
業
の
開
始
に
お
け

る
利
用
者
負
担
額
の
上
限
と
減
免
に
つ
い
て

○
公
立
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
に
お
け
る
対
象
と
周

知
に
つ
い
て

○
公
立
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
利
用
料
に
お
け
る
法

律
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

○
６
月
開
催
予
定
の
幼
稚
園
再
編
等
検
討
委
員
会
で
の

諮
問
内
容
と
そ
の
答
申
時
期
に
つ
い
て

○
訪
問
型
病
児
保
育
事
業
の
開
始
に
伴
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
周
知
等
に
つ
い
て

○
診
療
セ
ン
タ
ー
で
開
始
予
定
の
施
設
型
病
児
保
育
事

業
の
進
捗
に
つ
い
て

○
施
設
型
と
訪
問
型
の
利
用
料
の
違
い
に
つ
い
て

○
自
転
車
保
険
加
入
の
義
務
化
に
伴
う
小
・
中
学
生
等

と
市
職
員
の
対
応
と
周
知
に
つ
い
て

○
総
合
戦
略
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
放
課
後
学
習
支
援
に

係
る
要
望
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

○
エ
ア
ガ
ン
を
使
用
し
た
事
件
と
指
導
に
つ
い
て

○
食
品
ロ
ス
削
減
に
係
る
教
育
施
設
で
の
食
育
指
導
に

つ
い
て

○
ア
プ
ラ
ホ
ー
ル
の
舞
台
装
置
を
始
め
と
し
た
公
共
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
計
画
に
つ
い
て

○
小
・
中
学
校
で
の
組
体
操
の
実
施
状
況
と
教
育
効
果

に
つ
い
て

○
組
体
操
の
事
故
と
安
全
確
保
に
つ
い
て

○
組
体
操
に
係
る
文
部
科
学
省
か
ら
の
通
知
に
つ
い
て

○
小
中
一
貫
校
を
始
め
と
し
た
義
務
教
育
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
く
協
議
会
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ

い
て

第
２
回
定
例
会

 
一
般
質
問
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全
国
市
議
会

�

議
長
会
か
ら
表
彰

　

平
成
28
年
５
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い

て
、
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の

推
進
と
市
政
の
進
展
に
永
年
貢
献
さ
れ

た
実
績
に
よ
り
、
25
年
勤
続
特
別
表
彰

で
古
賀
秀
敏
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

市議会の会議録を公開
　市議会では、本会議及び常任委員会の会議録を調
製し、公開しています。常任委員会での議案の審査、
本会議での質疑応答、一般質問などの詳細をご覧い
ただけます。
　閲覧は、市役所２階の行政資料コーナー及び市立
図書館（本会議のみ）でできます。また、高石市議
会のホームページにも掲載しています。
　なお、会議録の調製には、会議の閉会後約２ヶ月
必要ですので、ご了承ください。

古賀　秀敏
議　員

総務文教委員会審査結果報告（要旨）
　第２回定例会１日目において、総務文教委員会へ付託さ
れた議案第１号「高石市消費生活センター条例制定につい
て」など３案件については、６月10日に慎重審査を行い、
議案第１号は賛成多数で、議案第３号は全会一致でいずれ
も「可決すべき」との結論に達しました。
　また、議案第２号「たかいし市民文化会館条例の一部を
改正する条例制定について」は修正案が提出され、修正案
及び原案ともに賛成少数で「否決すべき」との結論に達し
ました。
　以上の審査結果については、定例会２日目（６月15日）
に清水明治委員長から議会へ報告がありました。

予算委員会審査結果報告（要旨）
　第２回定例会１日目において、予算委員会へ付託された
議案第４号「専決処分の報告について（平成28年度高石市
一般会計補正予算）」など６案件については、６月13日及び
14日の２日間で慎重審査を行い、議案第４号は「承認すべ
き」との結論に達しました。
　議案第５号「平成28年度高石市一般会計補正予算」につ
いては修正案が提出されましたが、賛成少数で否決となり、
原案は賛成多数で「可決すべき」との結論に達しました。
　また、報告第１号から報告第４号までは、それぞれ報告
を受けました。
　以上の審査結果については、定例会２日目（６月15日）
に畑中政昭委員長から議会へ報告がありました。

第２回定例会において可決した意見書
　次の意見書を可決し、大阪府へ送付しました。
大阪府の乳幼児医療費助成制度の拡充を求める意見書
　乳幼児医療費助成制度は、成長期にある子どもの病気の
早期発見、早期治療を支えるために最も必要な制度です。
また、医療費の心配をなくすことは、大きな子育て支援に
なります。
　大阪の子どもの貧困は全国２位と報道されていますが、
医療関係者からも親の経済状況で、制度の対象年齢を過ぎ
ると「受診控え」が増え、子どもの成長に大きな影響を与
えるなどの実情が報告されています。
　子育て中の親にとって「子どもが病気になったとき、お
金の心配をしないで医者にかかりたい」「受診する度に支払
わなければならない一部負担金はやめてほしい」というの
は切実な願いです。
　そういう願いに反して大阪府は、「福祉医療費助成制度に
関する研究会」を開き、現在の一部負担金の引き上げや薬
局での一部負担金を導入しようとしています。一部負担金
の改悪は、子育て世代にとって大きな負担になり、「受診控
え」が今以上に増えるのではないでしょうか。
　大阪府が、所得制限を改悪したことで、各市町村の制度
の拡充のさまたげになっています。どこに生まれ、どこに
住んでも、子どもは等しく大切に育てられるべきです。
　全ての子どもが、安心して医療にかかれるよう以下のと
おり、大阪府の子どもの医療費助成制度の改悪に反対し、
更なる拡充を求めます。

記
１．�大阪府に対して、乳幼児医療費助成制度の対象年齢を
拡充してください。

２．所得制限をなくし、一部負担金をなくしてください。
３．薬局での一部負担金は導入しないでください。
４．一部負担金の月上限を引き上げないでください。

　

平
成
28
年
４
月
以
降
の
主
な
議
会
活
動
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

4 

月

13
日
・
議
会
運
営
委
員
会

19
日
・
近
畿
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

5 

月

10
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

・
各
会
派
代
表
者
会
議

13
日
〜
16
日

　
　

・
第
２
回
臨
時
会

31
日
・
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

6 

月

１
日
・�

石
油
基
地
防
災
対
策
都
市
議
会
協
議
会
総
会

６
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

・
各
会
派
代
表
者
会
議

９
日
〜
16
日

　
　

・
第
２
回
定
例
会

議
会
日
誌

議
会
日
誌

29
日
・�

泉
州
水
防
事
務
組
合
議
会
第
２
回
定
例
会

7 

月

６
日
・
泉
州
水
防
事
務
組
合
水
防
演
習

８
日
・�

泉
北
水
道
企
業
団
議
会
第
１
回
臨
時
会

12
日
・
議
会
運
営
委
員
会

14
日
・
南
部
市
議
会
議
長
会
総
会

15
日
・�

泉
北
環
境
整
備
施
設
組
合
議
会
第
２
回
定

例
会

20
日
・
総
務
文
教
委
員
会

　
　

・�

大
阪
府
南
部
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

25
日
・�

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

全
員
協
議
会

26
日
・�

高
石
市
泉
大
津
市
墓
地
組
合
議
会
第
２
回

定
例
会

　
　

・
福
祉
土
木
委
員
会

28
日
〜
29
日

　
　

・�

大
阪
府
南
部
市
議
会
議
長
会
先
進
都
市
視

察

29
日
・�

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員
全
員
協

議
会




